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１.背景	


地域・大学起こし	
 
電通大知名度UP！	
 

調布市	


地域限定ワンセグ放送	

「映画のまち調布」	

と相性がいい！？	


プロジェクト立ち上げの背景	




	

	

	


２.調査	

日本無線（JRC）	

　三鷹でワンセグの実験をしていた.（2009年）	


スポットワンセグ	

（微小電力方式）	
 	


	


エリアワンセグ	

（小電力方式）	


・超狭域放送（半径１ｍ程度）	

・免許いらず	

→誰でも放送できる	

	


・広域放送（学校内～市町村
を範囲とする）	

・免許が必要だが,	

法制度が整備されていない	


→チャンネル合わせがしづらい,など多くの問題点が…	


ワンセグの使い方（２種類）	


受信機は広く普及しているので,誰でも見ることができる！	




	


	


３.検討	

どうやって使うか？検討してみた	


• 深大寺などの観光案内	


• 施設案内	


• クーポン	


• 大学生向けの学校情報	




４.運用	

スポットワンセグの運用	


ＵＥＣスタッフ募集,ＤＨＫ映像作品,ＰＪ紹介	


現在放送中	


  DHK（電通大放送研究会）…学生が作成した作品	

  調布市民放送局…過去に放送した番組（交渉中）	

  生協（予定）	


協力団体	




５.計画	


	


　この企画を中心市街地活性化計画に組み込むこと
になった.	


調布市中心市街地活性化計画	


深大寺	




６.まとめ	

やってきたことのまとめ	


• ＪＲＣとの協力関係	

• 実際に放送開始	

• 市民放送局、学内サークルなどとの折衝（協力）	




７.今後やること	


	


利用者を増やすには現状のニーズを知ることが必要. 
  どうしてワンセグをあまり使わないか？	


  今後これをどういう風に使ったらいいか？　…など	


	


エリアワンセグの免許申請書類	


　→大学,市など様々な組織と協力して作っていく	

５月に書類提出予定	


実地調査（アンケート）	


免許申請	




８.今後やること（続き）	


 
日時：8月18日～21日 
「こどもたちの国際映画祭 
　　　　　　　　　　　‐ｷﾝﾀﾞｰ・ﾌｨﾙﾑ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」 
•  並んで待っている人たちに向けて放送を作る 
•  紹介映像を流す 
現在,主催者の方と調整中 

キンダー・フィルム・フェスティバル	



